
府中湖

至 坂出IC

至 高松西IC

府中湖ＰＡ（上り）

府中湖ＰＡ（下り）

「利便性」 と「安全・安心」が向上し、地域にかかせない施設として定着
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府中湖ＰＡスマートIC

◆スマートＩＣ整備のメリット

（事業所アンケート調査結果[社会実験中(H20.7)]）
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◆府中湖ＰＡｽﾏｰﾄＩＣ利用による搬送時間短縮例

府中湖スマートICを
利用した搬送ルート

●坂出市府中町からの搬送時間短縮の例(ヒアリング結果より)

社会実験前

社会実験中

香川大学医学部附属病院へ

一般道～高松檀紙ＩＣ～高松東ＩＣ～一般道

一般道～府中湖スマートＩＣ～高松東ＩＣ～一般道

約１５分
の短縮

社会実験前

社会実験中

香川小児病院へ

すべて一般道

一般道
～府中湖スマートＩＣ

～善通寺ＩＣ～一般道

約１０分
の短縮

●綾川町からの搬送時間短縮の例(ヒアリング結果より)
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２０分
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２３分

３７分

社会実験前の
搬送ルート

・本格運用後も着実に利用交通量は増加。

（月平均利用交通量が1年間で1．2倍）

・日常生活の「利便性」や企業活動の「効率化」を支える交通
拠点として定着。

・迅速な救急活動・救急搬送が可能となり、住民生活が「安
全・安心」に。（アクセス時間が約10～15分短縮）

◆月平均利用交通量の推移

◇三次医療施設や緊急性が必要な小児病院へのアクセス時間が約１０～１５分短縮
◇社会実験期間中の約１年間の救急車利用件数は５２件 （月平均約５件）※

（※H20.3.24～H21.2.17まで）
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７／２３　大型
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　　　オープン

８／１

　 ２４時間

　　　運用開始

Ｈ２０／３／２３

　府中湖スマートＩＣ

　社会実験開始

※１

６時～24時運用（18時間） ０時～24時運用（24時間）

※ 社会実験開始日は、運用開始時間が15時のため、月平均利用交通量集計から除外

本格運用社会実験期間

平成20年 平成21年 平成22年
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◆スマートＩＣの利用目的

「業務」、「通学・通勤」
などの利用が約8割

（利用者アンケート調査結果[社会実験中(H20.9)]）

◇大型ショッピングセンターよりの声
「ETC装着のお客様が、坂出ICまたは高松西ICまで
行かなくてよいため、便利になっている」
「県外から府中湖ＰＡスマートICを利用して、当店に
来られるお客様も多い」

（商業施設へのヒアリング調査結果[社会実験中(H20.8)]）

附附


